
“住まいの瓦版”について皆様のご意見、ご感想をお聞かせ下さい。
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“憩い”の家つくり…
一つの建物が完成するまでには多種多彩な業種、職人が
携わらせていただいております。当社の“ 元気会”
は、お客様の憩いの家つくりのお手伝いをさせてい
ただいている施工協力会です。今回は、家つくりの給排水衛生設備工事のֳ板垣
設備さんをご紹介いたします。

こんにちは、㈲板垣設備です。現場では、給排水衛生設備工事を施工させて頂
いております。昔は、水廻りと言っても、あまり関心のあるお客様は居なかった
ようですが、最近は、とても興味のあるお客様ばかりで商品知識もとても豊富で
関心させられます。生活する上では無くてはならない場所で、住まいを快適に過
ごすための重要な部分です。そこで近年、多種多様化する
お客様の生活スタイルにあった提案と、これからお客様が
快適に暮らすための、憩いの水廻り空間造りのお手伝いを
させていただきたいと思っております。今後とも、宜しく
お願いいたします。

私たちは数年前から、住宅の建替えを計画していました。家を建替えるにあたって
『冬は暖かく、夏は涼しく、ランニングコスト(光熱費)が掛からなく安心して暮らせる
家を建てて欲しい』との要望を工務店に伝えました。すると、工務店の方は「お客様
のご要望にお答えするには『オール電化住宅』が、ピッタリですよ。」と電化住宅を勧
めてくれました。当初は、工務店の話には半信半疑でしたが何度も打合せをし、説明
を聞いていたら「これしかない！」と思い“オール電化住宅”に決めました。 工事
が終わり、入居したのが昨年暮れ12月中旬の寒い時期でしたが、朝から晩まで24時間
家中どこでも暖かく、家の中で火を使わないので火災の心配もなく、空気もきれいで、
本当に快適で健康な生活を送っています。今まで住んでいた家では考えられないこと
で…家中どこへ行っても温度が一定で、行動範囲が広くなりました。気密性が良いと
エアコンの効きも良いと聞いてるので、今年は、夏も暑さ知らずで快適な生活ができ
ると思うと楽しみです。ただ、快適な生活を送るにはランニングコスト(光熱費)が心配
です。工務店の話ですと、暖房も給湯も照明も…全て含めて電気料金は年間平均で２
万円前後、その他は水道料だけで済むということですが、１年間住んでみて本当にそ
うであれば家計の面でも快適な生活を送れそうです。今は、私たちの要望通りの家が
出来て大変満足しています。これから新築を考えている方は、是非オール電化を考え
てみては如何でしょうか…本当に快適ですよ。（Ｓ様）

担当者から
Ｓ様の『憩い』造りのお手伝いを精一杯させて頂きました。協力業者と共に今後と

も末永くお付合いさせて頂きたいと思っております。大変有難うございました。

その1 村上市Ｓ様邸（平成16年12月竣工）

『うわ〜暖かいね。』引渡日、玄関を開けた瞬間の率直な私たちの感想でした。
渋谷工務店とのお付き合いは、もう2年位前からでしょうか。私たちは、数年前から

マイホーム造りを計画していました。もちろん複数社の内覧会、展示場に足繁く通い、
自分達の要望をかなえてくれる業者を探していました。そんな時、渋谷工務店の内覧
会を覗いたのがきっかけでした。土地もどこにしようか思案中で村上中様々な候補地
を見せていただきました。結局、渋谷工務店の分譲地に決めたのですが。（設計も七転
八転・・・担当者の方、御苦労様でした）
私たちの要望は、家族が憩いの時間を共有できる空間を大切にしたい、そしてやは

り雪国なので冬、暖かく結露が無い家造りでした。プランニングで“憩いの場”LDKを
大きく（22.5帖）計画してもらい、妻の第一希望の家族の顔が常に見えるようにとの
意見を取り入れ対面式オープン型キッチンにしました。娘（２才）もやんちゃ盛り！
目配りができて助かります。
暖房計画は、結露の発生を抑制し空気環境がクリーンなことを考慮して、電化（蓄

熱式暖房機）にしようか灯油式温水暖房にしようか検討しましたが、蓄熱式暖房機は、
配置スペースが大きくなる事、そして何より床暖房を体感したら足元から暖まる心地
よさに感動し、温水式暖房（床暖房、パネルヒーター、等）を採用しました。（内覧会
でも好評だったとの事！）
さー引越も終わったしマイホームでの2005年お正月です。家族皆で暖かく新年を向

かえられました。

〜PS〜
我が家の外壁カッコイイと思いませんか？(^o^)(^o^)

担当者・・・(^_^;)

その2 市内Ｕ様邸（平成16年12月竣工）

ご縁を頂き施工させていただき
ました淨念寺の仏間客殿庫裏改築

工事が無事完了いたしました。
当寺は国の文化財であり江戸時代文

政期を代表する日本一の規模の土蔵造
り本堂です。
今回の工事は、居間にあたる庫裏、

10畳の和室3部屋の客殿、仏間を合わ
せた延約100坪の木造建築部分です。
工事期間中、御住職をはじめ、近隣、檀家の皆様には大変お世話

になり有り難うございました。
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特定建設業

オアシス・ハウス―憩いの住まい『貴方の“憩い”をお聞かせ下さい』
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住まいの瓦版

皆様の『憩い』造りのお手伝いをしている当社の職人を紹介するコーナーです。

今回は“モト”を紹介します。

皆さん、こんにちは。大工になって７年、渋谷工務店に勤めて２年になる菅原です。
幼い頃から建築の仕事がしたく、今、大工としてその夢を叶えた訳ですが、まだまだ未

熟者で身につけることはたくさんあります。
去年の春から訓練校の建築科に通わせてもらっており、大工としての知識と技術を教わっています。特に

技術の授業に関しては、昔の人の知恵と技を実際に自分でやってみるということで、その難しさと素晴らし
さを体験でき、これからの自分にプラスになることばかりです。
最近の住宅を見ると、その素晴らしい知恵と技が見られなくなってきたような気がします。
でもやはり、良いものは良いです。きっとこの先そういった仕事に携わることがあると思います。その時

「できません」ではかっこ悪いですよね。「俺に任せろ」と言えるくらいの大工になりたいです。
古き良き技を学び、時代の流れに乗って、新しい技法も身につけ、オールマイティーな大工になれるよう

頑張ります。
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